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お わ り に
この小論で，この話劇作品をすべて論じきっ
たとは考えてない。例えば老舎の小説と劇の関
係もその一つである。
この『残霧』を読んでいると，ふと老舎のい
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くつかの小説作品を連想してしまう。例えば，役
人と貧しい女性との関係ということでは『新時
代の旧悲劇』(1935)という作品を思い浮かべて
しまう。また，女性が，どうにもならない状況
に追い込まれてゆくストーリー展開ということ
になれば，すぐ『月牙児』(1935)『微神』(1933)
を挙げることができるように思う。
また例えば「難民」という社会の底辺にいる
人から，社会の不合理を描き出そうとする手法
も老舎の小説にはしばしば登場する。例えば『月
牙児』『微神』もそうだし，まさに老舎の代表作
といわれる『駱駝の祥子』(1936)がそうであろ
う。
他にも，まだ登場人物の何人かに言及してい
ない。これも含めて今後の課題としたい。（完）
注
この論文のテキストは『老舎全集9』（人民文学出版
社・1999）の『残霧』を使用した。したがって，この
【注】に付す本文のページ番号は，『老舎全集9』のも
のである。この作品は他に『老舎文集第十巻』（人民文
学出版社・1986初版）『老舎劇作全集1』（中国戯劇出
版社・1982）にも収録されている。なお『残霧』は最
初に『文芸月刊』という雑誌の第3巻第8期（1939.8）
から第4巻第1期（1940.1）に発表され，後に単行本
としては商務印書館から1940年4月に初版されてい
る。また，老舎の当時の老舎の動向に関しては，日下
恒夫氏の「老舎年譜」（『老舎世小説全集10『四世同
堂』（下）』・学研），杉本達夫氏の『日中戦期老舎と文
芸界統一戦線――大後方の政治の渦の中の非政治』
東方書店）を参考にした。
(1) 小説研究としては，拙論「老舎『老張的哲学』
私論」（『集刊東洋学』57号・1987年・pp.101-
119），拙論「老舎『趙子曰』試論」（『八戸工業
大学紀要第9巻』・1990年2月・pp.187-197），
拙論「老舎『二馬』試論」（『八戸工業大学紀要
第10巻』・1991年2月・pp.205-214）等があ
る。
(2)『残霧』を中心に据えて老舎の話劇を論じたも
のを知らない。ただ，日中戦争時期の話劇作品
数本同時に述べたものはある。『日中戦期老舎
と文芸界統一戦線――大後方の政治の渦の
中の非政治』杉本達夫・東方書店）という書物
がそれである。この書物は杉本達夫氏がこれ
まで日中戦争期間における老舎の抗戦活動，
執筆した小説，話劇，詩作品について述べられ
た論考をまとめて一冊にされたものである。
この小論を書くに当たって大いに参考にさせ
ていただいた。
(3) 老舎と「中国全国文芸界抗敵協会」に関しては
（注1）の書物に詳しく書かれている。
(4) 老舎が自ら『残霧』について書いた文章はいく
つかある。①「記写『残霧』」（『新演劇』1940
年6月10日第1期(復刊号)) ② ?三年写作
自述」（『抗戦文芸』1941年1月1日第7巻1
期) ③ ?閑話我的七箇話劇」（『抗戦文芸』
1942年11月15日第8巻第1・2期合刊）であ
る。これら三つの文章で老舎自身が『残霧』に
ついて述べている内容は，微妙に違うところ
もあるが，基本的には重なっていると考えて
いる。本論の幾つかの（注）で引用しているが，
引用元が違うのは，たんに内容が一番詳しい
と思われるものを選んだだけである。なおこ
れらの文章が掲載されている書物も数種類あ
る。そのうち今回は『老舎生活与創作自述』（人
民文学出版社・1982北京）を使用した。この
選択には特に理由はない。
(5) ?記写『残霧』」p.55
(6) ?閑話我的七箇話劇」p.73
(7) ?三年写作自述」p.65
(8)『残霧』に対する同時期の評価を探し出せな
い。最近の評価は次のものがある。この「話劇」
作品について杉本氏は（注1）の書物で「良く
できた作品である」としている。その他に，「文
学史」であるが，「戦争初期には国民各層に日
本軍への抵抗を呼びかける抗日劇団が多数組
織され，巡回公演が各地で行われた。やがて持
久期間に至ると，“話劇”は政府の腐敗や社会
の暗黒を厳しく風刺し，また時代の闇の中で
倒れていく市井の人々の生きざまを描いた。
曹 の『
ぜい
変
へん
』，老舎『残霧』，呉祖光（ウ ・ー
ツークアン，ごそこう，1917～）『風雪夜婦人』
等はその代表作である。」（『新しい中国文学史
――近世から現代まで』（藤井省三/大木康・
ミネルヴァ書房・p.186）や，「『 変』の前半
や『残霧』『霧の重慶』で描かれた後方の暗い
姿は，国民党政権の腐敗が抗日戦長期化によ
る先鋭的な抗日意識の低下とともに始まり，
知識人たちが強い失望を国民党に感じだした
ことを示している。」（『中国話劇の二十世紀
――中国話劇史概況』瀬戸宏・東方書店・p.
86）といったものがある。
(9)『中国話劇の二十世紀――中国話劇史概況』
瀬戸宏・東方書店・p.86。さらにこの書物には，
この時期に，重慶で，これまで小説だけを書い
ていた有名な作家茅盾も話劇を書き始めたと
書かれている。この「黄金時代」についてはさ
らに次のような同様な指摘もある。「日中戦争
期には“話劇”がめざましい発展を遂げ黄金
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時代を迎えている。…(略)…1941年から44
年にかけて重慶では毎年20作以上もの“話
劇”が上演された。」（『新しい中国文学史――
近世から現代まで』（藤井省三/大木康・ミネル
ヴァ書房・p.186），
(10)『残霧』p.26
(11)『残霧』pp.3-4
(12)『残霧』p.7
(13) 同上
(14) 同上7
(15)『残霧』p.19
(16)『残霧』第二幕p.34
(17)『残霧』p.24
(18)『残霧』p.25
(19)『残霧』p.26
(20) 老舎が社会の底辺に住む人々を主人公にして
作品を書いている。この傾向の有名な作品と
しては『微神』『月牙児』或いは『駱駝祥子』な
どがある。この話劇にも，このような描き方が
生かされている。
(21)『残霧』p.58
(22)『残霧』p.59
(23) 同上
(24)『残霧』p.60
(25) 同上
(26) 同上
(27)『残霧』pp.60-61
(28)『残霧』p.61
(29)『残霧』p.88
(30)『日中戦期老舎と文芸界統一戦線――大後方
の政治の渦の中の非政治』杉本達夫・東方書
店・pp.170-171
(31)『残霧』p.26
(32)『残霧』p.46
(33)『残霧』p.74
(34)『残霧』pp.77-78
(35)『残霧』p.102
(36) 同上
(37) この点に関しては，筆者は老舎の小説を論じ
る際にしばしば「ユーモア」という角度から述
べてきている。（注1）の論考がまさにそれで
ある。
(38)『残霧』p.17
(39)『残霧』p.36
(40)『残霧』p.30
(41)『残霧』p.47
(42) 同（注７）
(43) 実際の重慶の「言論統制」については今だよく
分からない。このことについて「国民党支配区
というと厳しい言論統制が指摘される。たし
かに郭沫若の『屈原』などは古
いにしえ
を借りて現代の
国民党を批判するものとしてその上演に圧力
がかけられた。しかし共産党支配区における
知識人弾圧と比べれば，それははるかに寛容
であったと言えるのではあるまいか。」（『新し
い中国文学史――近世から現代まで』（藤井
省三/大木 康・ミネルヴァ書房・p.186）と指
摘するものもある。
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